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ＨＳＢＣ ブラジル債券ファンド
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運用報告書（全体版）
第109期　 （決算日　2017年11月22日）
第110期　 （決算日　2017年12月22日）
第111期　 （決算日　2018年 1月22日）
第112期　 （決算日　2018年 2月22日）
第113期　 （決算日　2018年 3月22日）
第114期　 （決算日　2018年 4月23日）

◎当ファンドの仕組みは次の通りです。

商 品 分 類 追加型投信／海外／債券

信 託 期 間 2008年10月31日～ 2018年10月22日

運 用 方 針

ブラジル債券ニューマザーファンド受益証券
への投資を通じて、主にブラジル連邦共和国
（「ブラジル」）の債券等に投資することによ
り、安定したインカムゲインの確保とともに、
信託財産の中長期的な成長を目指します。

主要運用対象

ＳＭＢＣフレン
ド・ＨＳＢＣ ブ
ラジル債券ファン
ド（毎月決算型）

ブラジル債券ニューマザー
ファンド受益証券を主要投資
対象とします。

ブラジル債券
ニューマザー
フ ァ ン ド

主にブラジルの政府、政府機
関もしくは企業等が発行する
現地通貨建債券に投資します。

組 入 制 限

ＳＭＢＣフレン
ド・ＨＳＢＣ ブ
ラジル債券ファン
ド（毎月決算型）

株式への投資は、転換社債の
転換および新株予約権の行使
等により取得したものに限る
ものとし、株式への実質投資
割合は信託財産の純資産総額
の10％以内とします。
外貨建資産への実質投資割合
には制限を設けません。

ブラジル債券
ニューマザー
フ ァ ン ド

株式への投資は、転換社債の
転換および新株予約権の行使
等により取得したものに限る
ものとし、株式への投資は、信
託財産の純資産総額の10％以
内とします。
外貨建資産への投資には制限
を設けません。

分 配 方 針

年12回の決算時（毎月22日、休業日の場合は
翌営業日）に、原則として以下の方針に基づ
き、分配を行います。
① 分配対象額は、経費控除後の繰越分を含め
た利子・配当等収益と売買益（評価益を含
みます。）等の全額とします。

② 分配金額は、委託者が基準価額水準・市況
動向等を勘案して決定します。ただし、分
配対象額が少額の場合等には、分配を行わ
ないことがあります。

③ 留保益の運用については特に制限を設け
ず、委託者の判断に基づき、元本部分と同
一の運用を行います。

◎受益者の皆さまへ

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し

上げます。

さて、「ＳＭＢＣフレンド・ＨＳＢＣ ブ

ラジル債券ファンド（毎月決算型）」は、

2018年4月23日に第114期の決算を行いまし

たので、第109期～第114期の運用状況をご

報告申し上げます。

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお

願い申し上げます。
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◎ 近5作成期の運用実績 

作
成
期 

決   算   期 
基 準 価 額 
( 分 配 落 ) 

 

債券組入 
比 率 

債券先物 
比 率 

純 資 産 
総 額 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

  円 円 ％ ％ ％ 百万円 

第 
15 
作 
成 
期 

第 85期（2015年11月24日） 5,850 50 10.7 95.9 － 1,783 

第 86期（2015年12月22日） 5,231 50 △ 9.7 94.5 － 1,562 

第 87期（2016年 1月22日） 4,936 50 △ 4.7 97.9 － 1,452 

第 88期（2016年 2月22日） 5,014 50 2.6 97.4 － 1,449 

第 89期（2016年 3月22日） 5,772 50 16.1 97.0 － 1,651 

第 90期（2016年 4月22日） 5,931 50 3.6 96.6 － 1,681 

第 
16 
作 
成 
期 

第 91期（2016年 5月23日） 6,016 50 2.3 96.1 － 1,696 

第 92期（2016年 6月22日） 5,909 50 △ 0.9 95.5 － 1,645 

第 93期（2016年 7月22日） 6,294 50 7.4 98.7 － 1,726 

第 94期（2016年 8月22日） 6,138 50 △ 1.7 97.7 － 1,623 

第 95期（2016年 9月23日） 6,164 50 1.2 97.3 － 1,617 

第 96期（2016年10月24日） 6,542 50 6.9 97.5 － 1,675 

第 
17 
作 
成 
期 

第 97期（2016年11月22日） 6,440 50 △ 0.8 96.4 － 1,573 

第 98期（2016年12月22日） 6,980 50 9.2 95.6 － 1,656 

第 99期（2017年 1月23日） 7,263 50 4.8 98.7 － 1,681 

第100期（2017年 2月22日） 7,533 50 4.4 99.0 － 1,695 

第101期（2017年 3月22日） 7,477 50 △ 0.1 98.0 － 1,651 

第102期（2017年 4月24日） 7,229 50 △ 2.6 97.4 － 1,562 

第 
18 
作 
成 
期 

第103期（2017年 5月22日） 6,853 50 △ 4.5 96.8 － 1,464 

第104期（2017年 6月22日） 6,841 50 0.6 96.0 － 1,443 

第105期（2017年 7月24日） 7,379 50 8.6 99.1 － 1,543 

第106期（2017年 8月22日） 7,191 50 △ 1.9 98.3 － 1,489 

第107期（2017年 9月22日） 7,607 50 6.5 97.8 － 1,572 

第108期（2017年10月23日） 7,558 50 0.0 97.3 － 1,551 

第 
19 
作 
成 
期 

第109期（2017年11月22日） 7,227 50 △ 3.7 96.5 － 1,468 

第110期（2017年12月22日） 7,158 50 △ 0.3 97.0 － 1,437 

第111期（2018年 1月22日） 7,292 50 2.6 97.3 － 1,462 

第112期（2018年 2月22日） 6,946 50 △ 4.1 98.1 － 1,386 

第113期（2018年 3月22日） 6,844 50 △ 0.7 97.9 － 1,352 

第114期（2018年 4月23日） 6,708 50 △ 1.3 97.4 － 1,321 

（注1）基準価額の期中騰落率は分配金込み。 

（注2）当ファンドは、値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注3）当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注4）「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 



－ 2 － 

◎当作成期中の基準価額等の推移 

決 算 期 年     月     日 
基 準 価 額 債 券 組 入 

比 率 

債 券 先 物 

比 率  騰 落 率 

第109期 

 円 ％ ％ ％ 

（期 首）2017年10月23日 7,558 － 97.3 － 

10月末 7,265 △3.9 97.3 － 

（期 末）2017年11月22日 7,277 △3.7 96.5 － 

第110期 

（期 首）2017年11月22日 7,227 － 96.5 － 

11月末 7,215 △0.2 96.8 － 

（期 末）2017年12月22日 7,208 △0.3 97.0 － 

第111期 

（期 首）2017年12月22日 7,158 － 97.0 － 

12月末 7,150 △0.1 96.7 － 

（期 末）2018年 1月22日 7,342 2.6 97.3 － 

第112期 

（期 首）2018年 1月22日 7,292 － 97.3 － 

1月末 7,230 △0.9 97.3 － 

（期 末）2018年 2月22日 6,996 △4.1 98.1 － 

第113期 

（期 首）2018年 2月22日 6,946 － 98.1 － 

2月末 6,992 0.7 98.1 － 

（期 末）2018年 3月22日 6,894 △0.7 97.9 － 

第114期 

（期 首）2018年 3月22日 6,844 － 97.9 － 

3月末 6,852 0.1 97.9 － 

（期 末）2018年 4月23日 6,758 △1.3 97.4 － 

（注1）期末基準価額は分配金込み。騰落率は期首比です。 

（注2）当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注3）「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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◎当作成期の運用状況と今後の運用方針 

 
１．基準価額等の推移について（第109期～第114期：2017年10月24日～2018年4月23日） 
 

 

 
 

【基準価額・騰落率】 

第109期首：7,558円 

第114期末 ：6,708円（既払分配金（税込み）：300円） 

騰 落 率：－7.4％（分配金再投資ベース） 
 

＊分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンス

を示すものです。 

＊分配金を再投資するか否かについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。

したがって、それぞれのお客様の損益の状況を示すものではありません。 

・分配金再投資基準価額は、作成期首（2017年10月23日）の値を基準価額と同一になるように指数化しております。 

 

 

２．基準価額の主な変動要因 

＜上昇要因＞ 

組入銘柄の価格上昇（利回り低下）と利子収入がプラスに寄与しました。 

 

＜下落要因＞ 

ブラジルレアルが対円で大幅に下落したことがマイナスに寄与しました。 
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３．投資環境について 

【債券市況】 

ブラジル債券市場は、当作成期間において、上昇（利回りは低下）基調となりました。インフレ率の低下と

政策金利の引き下げ（当作成期中は2017年10月、12月、2018年2月、3月に各々利下げを実施）が上昇要因とな

りました。 

 

【為替相場】 

ブラジルレアルは対円で、当作成期を通じて、下落基調となりました。国内政治の混乱がレアル相場の重石

となり、また2018年に入ってからは円高の進行がレアルの対円相場を押し下げました。 

 

 

４．ポートフォリオについて 

＜ＳＭＢＣフレンド・ＨＳＢＣ ブラジル債券ファンド（毎月決算型）＞ 

「ブラジル債券ニューマザーファンド」への投資を通じて、主にブラジルの債券等に投資しました。 

 

＜ブラジル債券ニューマザーファンド＞ 

残存期間1～5年を中心としたブラジル国債に投資

しました。債券種類別には、割引国債の組入比率を

31～34％程度、固定利付債は64～66％程度、物価連

動国債を1.5～1.6％程度としました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．ベンチマークとの差異について 

当ファンドは、値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

 

 

６．分配金について 

第109期から第114期の分配金は、基準価額の水準・市況動向等を勘案し、いずれも50円（1万口当たり・税

引前）とさせていただきました。 

なお、留保益の運用につきましては特に制限を設けず、委託者の判断に基づき、元本部分と同一の運用を行

います。 

基準価額（マザーファンド）の推移 
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７．今後の運用方針 

ブラジル経済は回復局面に入っており、景気の改善が一層明確になっています。一方、インフレ率は食料品

価格の低下に加え、通貨レアルの堅調な推移や緊縮財政などから引き続き落ち着いた推移が見込まれます。 

ブラジル中央銀行は3月21日に0.25％の利下げを決定し、政策金利を史上 低の6.50％としました。同行は

声明文で次回5月会合での追加利下げを示唆しており、当面はなお金融緩和スタンスの継続が見込まれます。 

通貨レアルは底堅い動きを見込んでいます。貿易・経常収支の改善や潤沢な外貨準備高などが相場を下支え

すると見ています。 

 

＜ＳＭＢＣフレンド・ＨＳＢＣ ブラジル債券ファンド（毎月決算型）＞ 

「ブラジル債券ニューマザーファンド」への投資を通じて、主にブラジルの債券等に投資することにより、

安定したインカムゲインの確保とともに、2018年10月22日の満期償還に向けて引き続き、信託財産の中長期的

な成長を目指します。 

 

＜ブラジル債券ニューマザーファンド＞ 

世界でも利回りが高水準にあるブラジル国債への投資を通じて安定的な投資収益の確保を目指します。債券

ポートフォリオでは、引き続き中期債の組入比率を高めに維持しています。 

 

 

 
 

金融取引税について 

 当ファンドにはブラジル政府による金融取引税（IOF）の課税対象となる取引が含まれています。ここでいう

金融取引税は日本を含む海外の投資家がブラジル国内のブラジルレアル建債券を購入するために、外貨（日

本円、米ドル等）からブラジルレアルに交換する際の「為替取引」に対して課される税金のことです。 

 ただし、債券を購入するための為替取引に対しては当作成期末現在の課税は0％です。一方、債券の売買、

ブラジルレアルから外貨（日本円、米ドル等）への為替取引は一部例外を除き課税されません。 

 

 当ファンドを保有される期間中、金融取引税が課税される場合は、受益者の皆さま個人に直接的に課税さ

れるのではなく、投資信託の信託財産に課税されるため、間接的にご負担いただきます。信託財産が増加す

る場合（投資信託の購入金額の総額が換金金額の総額を上回った場合）、信託財産の増加分をもって、原 

則、新たにブラジルレアル建ての債券を購入いたします。その際の為替取引に課税されます。信託財産が減

少する場合（投資信託の換金金額の総額が購入金額の総額を上回った場合）は新たに債券を購入しないの

で、一部例外を除き課税されません。そのため、通常受益者の皆さまの実質的な金融取引税の負担額は、金

融取引税（IOF）の課税率とは異なります。 
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◎1万口当たりの費用明細 

項目 

作成期間(第109期～第114期) 

項目の概要 2017/10/24～2018/4/23 

金額 比率 

 円 ％  

(a)信 託 報 酬 56 0.781 (a)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率 

(投 信 会 社) (25)  (0.350)  ファンドの運用等の対価（運用委託先への報酬が含まれます。） 

(販 売 会 社) (29)  (0.404)  分配金・換金代金の支払い、運用報告書等の送付、口座内での 
ファンドの管理等の対価 

(受 託 会 社) ( 2)  (0.027)  運用財産の管理、投信会社からの運用指図の実行等の対価 

(b)そ の 他 費 用 10   0.136   (b)その他費用＝作成期中のその他費用／作成期中の平均受益権口数 

(保 管 費 用) ( 6)  (0.083)  海外保管銀行等に支払う保管・送金・受渡費用 

(監 査 費 用) ( 1)  (0.015)  監査法人等に支払うファンドの監査にかかる費用 

(そ  の  他) ( 3)  (0.038)  振替制度にかかる費用、印刷業者に支払う法定書類にかかる費用等 

合計 66   0.917    

作成期中の平均基準価額は、7,117円です。  

（注1）作成期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加設定・一部解約により受益権口数に変動があるため、簡便法に

より算出した結果です。なお、「(b)その他費用」は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン

ドに対応するものを含みます｡ 

（注2）各金額は、項目ごとに円未満を四捨五入してあります｡ 

（注3）「比率」欄は、1万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです｡ 

（注4）「投信会社」は、以下、「委託者」、「委託会社」という場合があります。 

 

 

◎親投資信託受益証券の設定、解約状況（2017年10月24日から2018年4月23日まで） 

決       算       期 第  109  期  ～  第  114  期 

 設      定 解      約 
 口   数 金   額 口   数 金   額 

 千口 千円 千口 千円 
ブ ラ ジ ル 債 券 ニ ュ ー マ ザ ー フ ァ ン ド 24 51 63,538 131,576 

（注）単位未満は切捨て。 
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◎利害関係人との取引状況（2017年10月24日から2018年4月23日まで） 

 親投資信託における当作成期中の利害関係人との取引状況 

区 分 

第  109  期  ～  第  114  期 

買 付 額 等 
Ａ 

    
売 付 額 等 

Ｃ 

    

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ 
─ 
Ａ 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ 
─ 
Ｃ 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 

為 替 直 物 取 引 133 － － 265 26 9.8 

平均保有割合100.0％ 

※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該子ファンドの親投資信託所有口数の割合です。 
（注）単位未満は切捨て。 

＊利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは、

ザ・ホンコン・アンド・シャンハイ・バンキング・コーポレイション・リミテッド（東京）です。 

 

 

◎組入資産の明細 

 親投資信託残高                                 2018年4月23日現在 

種      類 
第18作成期末 第 19 作 成 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 
ブ ラ ジ ル 債 券 ニ ュ ー マ ザ ー フ ァ ン ド 729,749 666,236 1,333,538 

（注）口数・評価額の単位未満は切捨て。 

 

 

＜補足情報＞ 

 当ファンドが組入対象とする「ブラジル債券ニューマザーファンド」の決算日は当ファンドの決算日と異な

ります。当ファンドの決算日現在におけるマザーファンド全体（666,236千口）の組入資産の内容を以下に記

載します。 

外国（外貨建）公社債（2018年4月23日現在） 
(A）債券種類別開示     

区 分 
第   19   作   成   期   末 

額 面 金 額 
評 価 額 

組入比率 
う ち Ｂ Ｂ 格 
以下組入比率 

残 存 期 間 別 組 入 比 率 
外貨建金額 邦貨換算金額 5年以上 2年以上 2年未満 

 千ブラジルレアル 千ブラジルレアル 千円 ％ ％ ％ ％ ％ 

ブ ラ ジ ル 39,970 40,726 1,286,553 96.5 96.5 21.7 44.5 30.3 

合 計 39,970 40,726 1,286,553 96.5 96.5 21.7 44.5 30.3 

（注1）邦貨換算金額は、作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

（注2）組入比率は、当ファンドが組み入れている親投資信託の純資産総額に対する評価額の割合。 

（注3）額面金額・評価額の単位未満は切捨て。 

（注4）評価額については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しております。 
（注5）ＢＢ格以下組入比率は、Ｓ＆Ｐグローバル・レーティングの格付に基づいております。なお、ＢＢ格とはＢＢ＋、ＢＢ、ＢＢ－を指

します。 
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(B) 個別銘柄開示 

銘 柄 名 
第   19   作   成   期   末 

種 類 利 率 額 面 金 額 
評 価 額 

償還年月日 
外 貨 建 金 額 邦貨換算金額 

(ブラジル) 

 
国 債 証 券 

％ 千ブラジルレアル 千ブラジルレアル 千円  

LTN 01/01/2019 － 5,790 5,554 175,451 2019/1/ 1 

LTN 01/01/2020 － 880 786 24,836 2020/1/ 1 

LTN 04/01/2019 － 915 864 27,303 2019/4/ 1 

LTN 07/01/2019 － 6,000 5,575 176,137 2019/7/ 1 

NTN-B 6% 08/15/2022 6.0 200 658 20,796 2022/8/15 

NTN-F 10% 01/01/2021 10.0 11,275 11,852 374,432 2021/1/ 1 

NTN-F 10% 01/01/2023 10.0 6,010 6,264 197,884 2023/1/ 1 

NTN-F 10% 01/01/2025 10.0 6,600 6,814 215,262 2025/1/ 1 

NTN-F 10% 01/01/2027 10.0 2,300 2,356 74,448 2027/1/ 1 

合 計 － － － － 1,286,553 － 

（注1）邦貨換算金額は、作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

（注2）額面金額・評価額の単位未満は切捨て。 

（注3）評価額については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しております。 

 

 

◎投資信託財産の構成                               2018年4月23日現在 

項 目 
第 19 作 成 期 末 

評 価 額 比 率 

 
ブ ラ ジ ル 債 券 ニ ュ ー マ ザ ー フ ァ ン ド 

千円 
1,333,538 

％ 
99.9 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 678 0.1 

投 資 信 託 財 産 総 額 1,334,216 100.0 

（注1）評価額の単位未満は切捨て。 

（注2）ブラジル債券ニューマザーファンドにおいて、作成期末における外貨建純資産（1,327,628千円）の投資信託財産総額     

（1,334,242千円）に対する比率は99.5％です。 

（注3）外貨建資産は、作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、作成期末における邦貨換

算レートは1米ドル＝107.84円、1ブラジルレアル＝31.59円です。 
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◎資産、負債、元本及び基準価額の状況 

 （2017年11月22日） (2017年12月22日) (2018年1月22日) (2018年2月22日) (2018年3月22日) (2018年4月23日) 
項         目 第 109 期 末 第 110 期 末 第 111 期 末 第 112 期 末 第 113 期 末 第 114 期 末 

(A) 資 産 1,481,108,383円 1,455,689,870円 1,475,467,344円 1,399,128,529円 1,364,485,742円 1,334,216,556円 

 ブ ラ ジ ル 債 券 ニ ュ ー 
マ ザ ー フ ァ ン ド （ 評 価 額 ） 1,481,108,383 1,449,335,294 1,474,961,104 1,399,128,529 1,364,485,742 1,333,538,656 

 未 収 入 金 － 6,354,576 506,240 － － 677,900 

(B) 負 債 12,235,588 18,569,607 12,927,771 12,488,976 12,280,987 13,123,214 

 未 払 収 益 分 配 金 10,162,891 10,038,353 10,028,390 9,981,677 9,879,068 9,847,660 

 未 払 解 約 金 － 6,354,576 506,240 － － 677,900 

 未 払 信 託 報 酬 1,919,489 1,873,901 1,935,851 1,898,481 1,660,562 1,833,199 

 そ の 他 未 払 費 用 153,208 302,777 457,290 608,818 741,357 764,455 

(C) 純 資 産 総 額 ( Ａ － Ｂ ) 1,468,872,795 1,437,120,263 1,462,539,573 1,386,639,553 1,352,204,755 1,321,093,342 

 元 本 2,032,578,244 2,007,670,726 2,005,678,096 1,996,335,544 1,975,813,704 1,969,532,033 

 次 期 繰 越 損 益 金 △ 563,705,449 △ 570,550,463 △ 543,138,523 △ 609,695,991 △ 623,608,949 △ 648,438,691 

(D) 受 益 権 総 口 数 2,032,578,244口 2,007,670,726口 2,005,678,096口 1,996,335,544口 1,975,813,704口 1,969,532,033口 

 1万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ)  7,227円 7,158円 7,292円 6,946円 6,844円 6,708円 

＜注記事項（当運用報告書作成時点では、監査未了です。）＞ 

（注1）当ファンドの第109期首元本額は2,052,291,340円、第109～114期中追加設定元本額は70,870円、第109～114期中一部解約元本額は

82,830,177円です。 

（注2）上記表中の次期繰越損益金がマイナス表示の場合は、当該金額が投資信託財産の計算に関する規則第55条の6第10号に規定する額（元

本の欠損）となります。 
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◎損益の状況 

 
自2017年10月24日 
至2017年11月22日 

自2017年11月23日 
至2017年12月22日 

自2017年12月23日 
至2018年 1月22日 

自2018年1月23日 
至2018年2月22日 

自2018年2月23日 
至2018年3月22日 

自2018年3月23日 
至2018年4月23日 

項         目 第 109 期 第 110 期 第 111 期 第 112 期 第 113 期 第 114 期 
(A) 有 価 証 券 売 買 損 益 △ 55,105,944円 △ 1,743,294円 38,960,425円 △ 57,075,248円 △ 8,547,340円 △ 15,120,866円 

 売 買 益 375,186 86,147 39,042,858 45,950 68,128 62,108 

 売 買 損 △ 55,481,130 △ 1,829,441 △   82,433 △ 57,121,198 △ 8,615,468 △ 15,182,974 

(B) 信 託 報 酬 等 △ 2,072,697 △ 2,023,470 △ 2,090,364 △ 2,050,009 △ 1,793,101 △ 1,856,297 

(C) 当  期  損  益  金  (Ａ＋Ｂ) △ 57,178,641 △ 3,766,764 36,870,061 △ 59,125,257 △ 10,340,441 △ 16,977,163 

(D) 前 期 繰 越 損 益 金 △387,167,514 △448,880,077 △462,220,243 △433,329,439 △497,230,416 △513,820,668 

(E) 追 加 信 託 差 損 益 金 △109,196,403 △107,865,269 △107,759,951 △107,259,618 △106,159,024 △107,793,200 

 (配 当 等 相 当 額) (  6,221,168) (  6,146,985) (  6,141,476) (  6,113,348) (  6,051,023) (  4,062,783) 

 (売 買 損 益 相 当 額) (△115,417,571) (△114,012,254) (△113,901,427) (△113,372,966) (△112,210,047) (△111,855,983) 

(F)     計   (Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) △553,542,558 △560,512,110 △533,110,133 △599,714,314 △613,729,881 △638,591,031 

(G) 収 益 分 配 金 △ 10,162,891 △ 10,038,353 △ 10,028,390 △ 9,981,677 △ 9,879,068 △ 9,847,660 

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) △563,705,449 △570,550,463 △543,138,523 △609,695,991 △623,608,949 △648,438,691 

 追 加 信 託 差 損 益 金 △109,196,403 △107,865,269 △107,759,951 △107,259,618 △108,134,838 △107,793,200 

 (配 当 等 相 当 額) (  6,221,178) (  6,147,102) (  6,141,485) (  6,113,360) (  4,075,217) (  4,062,794) 

 (売 買 損 益 相 当 額) (△115,417,581) (△114,012,371) (△113,901,436) (△113,372,978) (△112,210,055) (△111,855,994) 

 分 配 準 備 積 立 金 128,850,069 126,837,199 126,633,586 125,308,139 124,250,834 123,139,905 

 繰 越 損 益 金 △583,359,115 △589,522,393 △562,012,158 △627,744,512 △639,724,945 △663,785,396 

（注 1）(A)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注 2）(B)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しております。 

（注 3）(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
（注 4）第109期計算期間末における費用控除後の配当等収益（9,797,697円）、費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額     

（0円）、信託約款に規定する収益調整金（6,221,178円）および分配準備積立金（129,215,263円）より分配対象収益は145,234,138

円（10,000口当たり714円）であり、うち10,162,891円（10,000口当たり50円）を分配金額としております。 

（注 5）第110期計算期間末における費用控除後の配当等収益（9,554,601円）、費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額     

（0円）、信託約款に規定する収益調整金（6,147,102円）および分配準備積立金（127,320,951円）より分配対象収益は143,022,654

円（10,000口当たり712円）であり、うち10,038,353円（10,000口当たり50円）を分配金額としております。 

（注 6）第111期計算期間末における費用控除後の配当等収益（9,947,149円）、費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額     

（0円）、信託約款に規定する収益調整金（6,141,485円）および分配準備積立金（126,714,827円）より分配対象収益は142,803,461

円（10,000口当たり711円）であり、うち10,028,390円（10,000口当たり50円）を分配金額としております。 

（注 7）第112期計算期間末における費用控除後の配当等収益（9,227,000円）、費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額     

（0円）、信託約款に規定する収益調整金（6,113,360円）および分配準備積立金（126,062,816円）より分配対象収益は141,403,176

円（10,000口当たり708円）であり、うち9,981,677円（10,000口当たり50円）を分配金額としております。 

（注 8）第113期計算期間末における費用控除後の配当等収益（8,095,741円）、費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額     

（0円）、信託約款に規定する収益調整金（6,051,031円）および分配準備積立金（124,058,347円）より分配対象収益は138,205,119

円（10,000口当たり699円）であり、うち9,879,068円（10,000口当たり50円）を分配金額としております。 

（注 9）第114期計算期間末における費用控除後の配当等収益（9,119,921円）、費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額     

（0円）、信託約款に規定する収益調整金（4,062,794円）および分配準備積立金（123,867,644円）より分配対象収益は137,050,359

円（10,000口当たり695円）であり、うち9,847,660円（10,000口当たり50円）を分配金額としております。 

（注10）親投資信託の投資信託財産の運用指図に係る権限を委託するために要する費用として、委託者報酬の中から支弁した額は、

1,597,903円です。 
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◎分配金のお知らせ 

 第109期 第110期 第111期 第112期 第113期 第114期 

1万口当たり分配金（税込み) 50円 50円 50円 50円 50円 50円 

◇分配金をお支払いする場合：原則として決算日から起算して5営業日までにお支払いを開始いたします。 

◇分配金を再投資する場合：決算日現在の基準価額に基づいて、税金を差し引いた後、皆さまの口座に繰り入

れて再投資いたします。 

◇分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる｢普通分配金｣と、非

課税扱いとなる｢元本払戻金（特別分配金）」に分かれます。 

普通分配金 … 分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額普通分配金となります。 

元本払戻金 

(特別分配金) 

… 分配後の基準価額が個別元本を下回る場合は、下回る部分に相当する金額が元本払戻金（特

別分配金）となり、残りの部分は普通分配金となります。元本払戻金（特別分配金）が発生

した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を

控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

 
◎分配原資の内訳                           （単位：1万口当たり・税引前） 

 第109期 第110期 第111期 第112期 第113期 第114期 

当期分配金 50円 50円 50円 50円 50円 50円 

 (対基準価額比率) 0.687％ 0.694％ 0.681％ 0.715％ 0.725％ 0.740％ 

 当期の収益 48円 47円 49円 46円 40円 46円 

 当期の収益以外 1円 2円 0円 3円 10円 3円 

翌期繰越分配対象額 664円 662円 661円 658円 649円 645円 

◇「（対基準価額比率）」は、当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率です。この

値はファンドの収益率を表すものではない点にご留意ください。 

◇「当期の収益」、「当期の収益以外」は小数以下切捨てで算出しているため、合計が「当期分配金」と一致

しない場合があります。 

 
 

普通分配金並びに解約時又は償還時の差益に対し、所得税15％に2.1％の率を乗じた復興特別所得税が付加

され、20.315％（所得税及び復興特別所得税15.315％、並びに住民税5％（法人受益者は15.315％の源泉徴収

が行われます。））の税率が適用されます｡ 

※税法が改正された場合等には、税率等が変更される場合があります。 

※税金の取扱いの詳細については、税務の専門家等にご確認されることをお勧めします。 
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◆親投資信託「ブラジル債券ニューマザーファンド」の運用状況 

第9期（2016年10月25日～2017年10月23日） 
 
 
 

◎当ファンドの仕組みは次の通りです。 

運 用 方 針 
主にブラジルの債券等に投資することにより、安定したインカムゲインの確保とともに、

信託財産の中長期的な成長を目指します。 

主要運用対象 主にブラジルの政府、政府機関もしくは企業等が発行する現地通貨建債券に投資します。 

組 入 制 限 

株式への投資は、転換社債の転換および新株予約権の行使等により取得したものに限るも

のとし、株式への投資は、信託財産の純資産総額の10％以内とします。 

外貨建資産への投資には制限を設けません。 

 
 
 

◎ 近5期の運用実績 

決   算   期 基 準 価 額 

 

債 券 
組 入 比 率 

債 券 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 

期 中 
騰 落 率 

 円 ％ ％ ％ 百万円 
第5期（2013年10月22日） 15,881 18.2 94.3 － 4,285 

第6期（2014年10月22日） 16,685 5.1 96.2 － 3,055 

第7期（2015年10月22日） 12,151 △27.2 95.2 － 1,686 

第8期（2016年10月24日） 16,802 38.3 96.6 － 1,691 

第9期（2017年10月23日） 21,435 27.6 96.5 － 1,564 

（注1）「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 

（注2）当ファンドは、値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 
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◎当期中の基準価額等の推移 

年  月  日 
基 準 価 額 債 券 

組 入 比 率 
債 券 
先 物 比 率  騰 落 率 

（期  首） 円 ％ ％ ％ 
2016年10月24日 16,802 － 96.6 － 

10月末 16,680 △ 0.7 97.2 － 

11月末 16,812 0.1 96.4 － 

12月末 18,564 10.5 96.4 － 

2017年 1月末 19,428 15.6 98.5 － 

 2月末 19,797 17.8 97.9 － 

 3月末 19,786 17.8 97.8 － 

 4月末 19,441 15.7 97.5 － 

 5月末 18,936 12.7 97.2 － 

 6月末 19,139 13.9 95.8 － 

 7月末 20,494 22.0 98.8 － 

 8月末 20,513 22.1 98.0 － 

 9月末 21,149 25.9 97.9 － 

（期  末）     

2017年10月23日 21,435 27.6 96.5 － 

（注1）騰落率は期首比です。 

（注2）「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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◎当期の運用状況と今後の運用方針 

 

１．基準価額等の推移について（第9期：2016年10月25日～2017年10月23日） 
 

 

 

 

２．基準価額の主な変動要因 

＜上昇要因＞ 

組入銘柄の価格上昇（利回り低下）と利子収入が基準価額にプラスに寄与しました。また、ブラジルレアル

が対円で上昇し、基準価額にプラスに働きました。 

 

 

３．投資環境について 

【債券市況】 

ブラジル債券市場は、当期を通じて上昇基調（利回りは低下）をたどりました。債券市場上昇の主な背景と

しては、インフレ率の低下とブラジル中央銀行による連続的な利下げが挙げられます。 

拡大消費者物価指数（IPCA）は、2016年10月の前年同月比＋7.9％から2017年9月は＋2.5％へと、当期を通

じて、大幅に低下しました。インフレの沈静化を背景に、中央銀行は2016年10月に4年振りの利下げに踏み切

り、その後も8会合連続の利下げを実施、2017年9月には政策金利を8.25％まで引き下げました。 

 

【為替相場】 

ブラジルのインフレ率の低下や経常収支の改善などを背景に、レアルは対円で、当期初から2017年2月半ば

まで上昇しました。その後は地政学リスクの高まりなどから安全資産とされる円が買われたことから、レアル

も対円で下落しましたが、2017年6月下旬以降は、ブラジルの政治混乱の収束とこれに伴う改革前進への期待

感などから、再び上昇相場となりました。当期を通じて見ると、レアルは対円で前期末比で上昇しました。 
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４．ポートフォリオについて 

残存期間1～5年のブラジル国債を中心に投資しました。種類別には、割引国債の組入比率を30～37％程度に

保ち、固定利付債は61～70％程度、物価連動国債を1.4～1.5％程度としました。 

 

 

５．今後の運用方針 

投資環境の見通し 

ブラジル経済は回復局面に入っています。また、インフレ率は通貨レアルの堅調な推移や緊縮財政などから、

引き続き落ち着いた推移が見込まれます。インフレ率は当面は目標中央値の4.5％を下回る見通しであり、中

央銀行は金融緩和スタンスを継続することが見込まれます。 

テメル政権は構造改革に取り組んでおり、2017年7月には労働法の改正が成立、今後はこれまでの硬直的な

労働条件の改善が見込まれます。また、構造改革の目玉である社会保障改革にも取り組んでおり、年金制度を

含む社会保障制度改革案（憲法改正）が下院で審議される予定です。但し、テメル大統領を取り巻く政治情勢

の悪化が改革の進捗に影響を与える可能性があり、今後の動きを注視します。 

通貨レアルは引き続き底堅い動きを見込んでいます。貿易・経常収支の改善や潤沢な外貨準備高などが相場

を下支えすると見ています。 

 

世界でも利回りが高水準にあるブラジル国債への投資を通じて安定的な投資収益の確保を目指します。債券

ポートフォリオでは、引き続き中期債の組入比率を高めに維持しています。 

 

 

◎1万口当たりの費用明細（2016年10月25日から2017年10月23日まで）

項  目 金 額 比 率 ・期中のマザーファンドの平均基準価額は19,228円です。 

・各金額は、項目ごとに円未満を四捨五入しております。なお、費

用項目の概要については、6ページをご参照ください。 

 
(a) そ の 他 費 用 33円 0.170％ 

 (保  管  費  用) (33) (0.170) 

 (そ   の   他) ( 0) (0.000) 

合  計 33 0.170 

   

 

 

◎当期中の売買及び取引の状況（2016年10月25日から2017年10月23日まで） 

 公社債 

   買 付 額 売 付 額 

   千ブラジルレアル 千ブラジルレアル 

外国 ブラジル 国 債 証 券 5,804 17,712 

（注1）金額は受渡し代金。（経過利子分は含まれておりません。） 

（注2）単位未満は切捨て。 
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◎利害関係人との取引状況（2016年10月25日から2017年10月23日まで） 

 当期中の利害関係人との取引状況 

区 分 

当 期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ 
― 
Ａ 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ 
― 
Ｃ 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 

為 替 直 物 取 引 522 － － 1,037 293 28.3 

（注）単位未満は切捨て。 

＊利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とはザ・

ホンコン・アンド・シャンハイ・バンキング・コーポレイション・リミテッド（東京）です。 

 

 

◎組入資産の明細（2017年10月23日現在） 

 外国（外貨建）公社債 

 (A）債券種類別開示 

区   分 

当       期       末 

額 面 金 額 
評   価   額 

組入比率 
うちＢＢ格 

以下組入比率 

残 存 期 間 別 組 入 比 率 

外貨建金額 邦貨換算金額 5年以上 2年以上 2年未満 

 千ブラジルレアル 千ブラジルレアル 千円 ％ ％ ％ ％ ％ 
ブ ラ ジ ル 42,685 42,334 1,509,631 96.5 96.5 33.0 31.6 31.8 

合 計 42,685 42,334 1,509,631 96.5 96.5 33.0 31.6 31.8 

（注1）邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

（注2）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。 

（注3）額面金額・評価額の単位未満は切捨て。 

（注4）評価額については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しております。 

（注5）ＢＢ格以下組入比率は、Ｓ＆Ｐグローバル・レーティングの格付に基づいております。なお、ＢＢ格とはＢＢ＋、ＢＢ、ＢＢ－を指

します。 

 

 (B) 個別銘柄開示 

銘   柄   名 

当       期       末 

種   類 利   率 額 面 金 額 
評  価  額 

償還年月日 
外 貨建 金額 邦貨換算金額 

（ブラジル） 

国 債 証 券 

％ 千ブラジルレアル 千ブラジルレアル 千円  

LTN 01/01/2019 － 8,515 7,841 279,644 2019/1/ 1 
LTN 01/01/2020 － 880 741 26,428 2020/1/ 1 
LTN 04/01/2019 － 915 825 29,453 2019/4/ 1 
LTN 07/01/2019 － 6,000 5,299 188,982 2019/7/ 1 
NTN-B 6% 08/15/2022 6.0 200 645 23,006 2022/8/15 
NTN-F 10% 01/01/2021 10.0 12,075 12,493 445,531 2021/1/ 1 
NTN-F 10% 01/01/2023 10.0 5,200 5,353 190,891 2023/1/ 1 
NTN-F 10% 01/01/2025 10.0 6,600 6,779 241,745 2025/1/ 1 
NTN-F 10% 01/01/2027 10.0 2,300 2,354 83,945 2027/1/ 1 

合 計 － － － － 1,509,631 － 

（注1）邦貨換算金額は、期末現在の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

（注2）額面金額・評価額の単位未満は切捨て。 

（注3）評価額については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しております。 
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◎投資信託財産の構成                              2017年10月23日現在 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 

公 社 債 

千円 

1,509,631 

％ 

96.5 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 55,304 3.5 

投 資 信 託 財 産 総 額 1,564,935 100.0 

（注1）評価額の単位未満は切捨て。 

（注2）期末における外貨建純資産（1,550,141千円）の投資信託財産総額（1,564,935千円）に対する比率は99.1％です。 

（注3）外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レー

トは1米ドル＝113.89円、1ブラジルレアル＝35.66円です。 

 

 
◎資産、負債、元本及び基準価額の状況 

2017年10月23日現在

項 目 当 期 末 

(A) 資 産 1,567,529,045円 

 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 26,419,446 

 公 社 債 ( 評 価 額 ) 1,509,631,014 

 未 収 入 金 2,593,595 

 未 収 利 息 28,884,990 

(B) 負 債 3,296,798 

 未 払 金 2,619,240 

 未 払 解 約 金 677,520 

 未 払 利 息 38 

(C) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 1,564,232,247 

 元 本 729,749,737 

 次 期 繰 越 損 益 金 834,482,510 

(D) 受 益 権 総 口 数 729,749,737口 

 1万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 21,435円 

（注）上記表中の次期繰越損益金がマイナス表示の場合は、当該
金額が投資信託財産の計算に関する規則第55条の6第10号に
規定する額（元本の欠損）となります。 

 
≪注記事項≫ 

※期首元本額                 1,006,780,761円 

期中追加設定元本額               9,877,930円 

期中一部解約元本額              286,908,954円 

 

※当マザーファンドを投資対象とする投資信託の当期末保有元本額 

ＳＭＢＣフレンド・ＨＳＢＣ ブラジル債券ファンド（毎月決算型) 

729,749,737円 
 

◎損益の状況 
 自2016年10月25日 

至2017年10月23日 

項 目 当 期 

(A) 配 当 等 収 益 163,544,714円 

 受 取 利 息 163,550,308 

 支 払 利 息 △   5,594 

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 228,566,148 

 売 買 益 233,508,744 

 売 買 損 △ 4,942,596 

(C) 信 託 報 酬 等 △ 2,714,693 

(D) 当 期 損 益 金(Ａ+Ｂ+Ｃ) 389,396,169 

(E) 前 期 繰 越 損 益 金 684,810,798 

(F) 追 加 信 託 差 損 益 金 9,543,988 

(G) 解 約 差 損 益 金 △249,268,445 

(H)    計  (Ｄ＋Ｅ+Ｆ+Ｇ) 834,482,510 

 次 期 繰 越 損 益 金(Ｈ) 834,482,510 

（注1）(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含み

ます。 

（注2）(C)信託報酬等の主なものは、保管費用等です。 

（注3）(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、

追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい     

ます。 

（注4）(G)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解

約価額を差し引いた差額分をいいます。 
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◆お知らせ◆ 
 

＜約款変更のお知らせ＞ ありません。 

＜その他のお知らせ＞  ありません。 
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